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つ
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
医
者
に
か
か

る
部
分
を
減
ら
そ
う
と
い
う
考
え
な
の

か
、
単
に
両
立
さ
せ
て
ど
ち
ら
で
も
控

除
で
き
る
と
い
う
こ
と
か
。

答
　
こ
れ
は
国
が
考
え
た
制
度
だ
が
、

医
療
費
を
減
ら
そ
う
と
い

う
考
え
だ
と
思
わ
れ
る
。

問
　
周
知
徹
底
の
仕
方
は
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。

答
　
広
報
紙
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
広
報
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　問
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
減
額
理
由
は
。

答
　
昨
年
度
と
比
較
し
て
、
平
成
27
年

度
の
上
半
期
が
約
1
9
0
0
万
円
、
平

成
28
年
度
の
上
半
期
が
5
5
0
万
円
で
、

約
29
％
の
寄
附
率
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
見
込
み
を
立
て
て
、
2
千
万
円

の
当
初
予
算
計
上
し
た
が
、
そ
れ
に
至

ら
な
い
た
め
、
減
額
を
し
た
。

　
理
由
と
し
て
は
、
従
前
の
と
お
り
寄

問
　
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
に
つ
い
て
、

幸
手
市
で
こ
の
薬
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
は
何
名
い
る
の
か
。

答
　
Ｏ
Ｔ
Ｃ
と
は
オ
ー
バ
ー
・
ザ
・
カ

ウ
ン
タ
ー
の
略
で
、
ま
ち
の
薬
局
の
カ

ウ
ン
タ
ー
越
し
に
売
ら
れ
る
薬
、
つ
ま

り
市
販
薬
な
の
で
、
薬
局
へ
行
っ
て
買

え
る
薬
で
あ
る
。

　
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
に
指
定
さ
れ
て
い

る
も
の
が
約
1
5
0
0
種
類
あ
り
、
イ

ブ
や
ロ
キ
ソ
ニ
ン
、
水
虫
の
薬
な
ど
、

そ
う
い
う
も
の
ほ
と
ん
ど
を
含
む
。
該

当
者
数
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い

が
、
薬
局
で
買
え
る
も
の
な
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
方
が
購
入
さ
れ
て
い
る
か
と

思
う
。

　
医
療
費
控
除
に
つ
い
て
は
条
件
が
あ

り
、
特
定
健
康
診
査
、
予
防
接
種
、
定

期
健
康
診
断
、
健
康
診
査
、
が
ん
検
診

の
い
ず
れ
か
１
つ
を
受
け
て
い
る
方
が

対
象
で
あ
る
。

問
　
市
販
薬
を
買
っ
て
医
療
費
控
除
を

人
事
案
件

教
育
委
員
会
委
員

教
育
委
員
会
委
員

齊

　藤

　一

　夫

　氏

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

駒

　橋

　明

　彦

　氏

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

附
の
募
集
を
し
て
い
た
が
、
今
年
度
は

幸
手
市
が
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
る
に
当
た

り
、
昨
年
度
の
寄
附
者
に
テ
レ
ビ
放
映

さ
れ
る
こ
と
に
加
え
て
今
年
も
寄
附
の

お
願
い
と
い
う
趣
旨
の
は
が
き
等
を
送

っ
た
経
緯
は
あ
る
が
、
思
っ
た
ほ
ど
数

字
が
伸
び
な
か
っ
た
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
こ
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ

考
え
ら
れ
る
が
、
幸
手
市
で
は
、
玄
米

17
キ
ロ
、
精
米
15
キ
ロ
の
記
念
品
を
差

し
上
げ
て
い
る
が
、
全
国
的
に
見
る
と

多
い
自
治
体
で
は
、
１
万
円
で
20
キ
ロ

の
記
念
品
を
差
し
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
幸
手
市
を
上
回
る
記
念
品
を

出
す
と
こ
ろ
が
出
て
き
て
い
る
現
状
が

あ
る
と
見
て
い
る
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
と
い
う
も
の
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て
い
る

の
か
。

答
　
ふ
る
さ
と
納
税
が
、
本
来
の
趣
旨

と
は
少
し
違
っ
た
形
で
全
国
的
に
展
開

し
て
、
ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持
ち
の
寄

附
と
い
う
よ
り
、
記
念
品
を
目
当
て
に

加
熱
状
況
に
あ
る
の
が
現
実
で
あ
る
。

　
幸
手
市
と
し
て
は
、
貴
重
な
財
源
と

し
て
今
ま
で
も
考
え
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
全
国
的
な
そ
の
よ
う
な
状
況

で
、
果
た
し
て
記
念
品
を
増
や
す
の
が

良
い
の
か
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
国
か
ら
も
あ
ま
り
豪
華
な
記

念
品
は
辞
め
る
よ
う
通
知
が
出
て
い
る
。

　
そ
こ
を
十
分
見
極
め
な
が
ら
対
応
を

考
え
て
い
く
。

問
　
企
画
費
の
３
世
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
定

住
促
進
事
業
の
補
助
金
が
増
額
補
正
で

あ
る
が
、
補
助
金
を
受
け
る
件
数
が
増

え
た
と
い
う
こ
と
か
。

答
　
こ
の
３
世
代
フ
ァ
ミ
リ
ー
定
住
促

進
事
業
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
１
件

の
補
助
額
の
上
限
が
50
万
円
で
、
６
件

を
見
込
ん
で
当
初
予
算
3
0
0
万
円
を

要
求
し
て
い
た
が
、
10
月
の
補
正
予
算

編
成
時
時
点
で
残
金
が
74
万
円
ぐ
ら
い

に
な
っ
た
の
で
、
資
金
に
不
足
が
見
込

ま
れ
た
。
今
後
、
４
件
分
の
2
0
0
万

円
執
行
で
き
る
よ
う
予
定
し
、
不
足
す

る
1
3
0
万
円
の
補
正
を
し
た
。

問
　
債
務
負
担
行
為
の
園
児
送
迎
バ
ス

運
行
事
業
の
平
成
28
年
度
当
初
予
算
と

の
相
違
は
。

答
　
設
計
を
組
む
段
階
と
入
札
で
落
札

し
た
金
額
の
差
が
出
て
き
た
こ
と
に
加

え
て
、
バ
ス
の
旅
行
運
行
が
新
潟
の
長

距
離
バ
ス
の
事
故
が
あ
っ
た
関
係
で
、

時
間
単
価
や
人
の
単
価
が
大
幅
に
上
が

っ
て
い
る
状
況
が
あ
っ
た
の
で
、
設
計

単
価
自
体
も
上
が
っ
て
い
る
要
因
と
考

え
る
。

地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書

　地方創生が、我が国の将来にとって重要な政
治課題となり、その実現に向け大きな責任を有
する地方議会の果たすべき役割は、ますます重
要となっている。
　このような状況の中、地方議会議員は、これ
まで以上に地方行政の広範かつ専門的な諸課題
について住民の意向をくみとり、的確に執行機
関の監視や政策提言等を行うことが求められて
いる。
　また、地方議会議員は、議会活動のほか地域
における住民ニーズの把握等様々な議員活動を
行っており、近年においては、都市部を中心に
専業化が進んでいる状況にある。
　一方で、統一地方選挙の結果をみると、投票
率が低下傾向にあるとともに無投票当選者の割
合が高くなるなど、住民の関心の低さや地方議
会議員のなり手不足が深刻な問題となっている。
　よって、国民の幅広い層からの政治参加や地
方議会における人材確保の観点から、地方議会
議員の厚生年金加入のための法整備を早急に実
現するよう強く要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書
を提出する。
　平成28年12月22日
　　　埼玉県幸手市議会議長　手　島　幸　成

地域包括ケアの推進を求める決議

　幸手市の高齢化率も30％を超え、超高齢化社
会となってまいりました。
　また、高齢者夫婦のみの世帯、高齢者独居の
世帯ともに増えており、家族・地域で支えてい
く事が大変難しくなってきております。
　多くの市民が老後の暮らしに不安を持ってお
り、いつまでも自宅で安心して暮らせる医療・
介護体制（地域包括ケアシステム）の構築が求
められています。その為には、ケアシステムの
柱となる在宅医療、いつでも自宅へ訪問できる
看護・介護体制の整備が必要となります。ま
ず、医師会等と協力・連携し、在宅医療体制を
整える事、更にケアシステムの中心となる地域
包括支援センターの機能を強化し、地域密着型
サービスを充実させていく事が重要です。
　ここに、地域包括ケアシステムの構築に向
け、すみやかに取り組む事を求めます。
　以上、決議する。
　平成28年12月22日
　　　　　　　　　　　　幸　手　市　議　会

問問 答答答

問問 答

問答

答 問 答 問

幸
手
市
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例（議

案
第
82
号
）

平
成
28
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算      
（
第
４
号
）

（
議
案
第
85
号
）

総
務
常
任
委
員
会

　
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り

意
見
書
が
提
出
さ
れ
、
幸
手
市
議
会
と

し
て
「
賛
成
全
員
」
で
可
決
し
、
衆
議

院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大

臣
ほ
か
関
係
府
省
に
送
り
ま
し
た
。

（
意
見
書
案
第
１
号
）

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金

へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見
書

を
提
出

　
幸
手
市
議
会
会
議
規
則
第
13
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、

幸
手
市
議
会
と
し
て
「
賛
成
全
員
」
で

可
決
し
ま
し
た
。

（
決
議
案
第
２
号
）

地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
を
求

め
る
決
議
を
提
出

幸
手
東
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ウ
ェ
ル
ス
幸
手
内
）

幸
手
西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
旧
香
日
向
小
学
校
内
）
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（6）（7）

ら
な
い
た
め
断
念
し
、
春
日
部
市
の
中

川
に
あ
る
残
土
置
き
場
へ
、
搬
出
先
を

変
更
し
た
が
、
県
か
ら
、
大
き
く
目
立

つ
よ
う
な
混
入
物
に
つ
い
て
は
取
り
除

い
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ
と
で
、
大

き
な
も
の
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
搬
出

で
き
な
か
っ
た
。

　
な
る
べ
く
経
費
を
削
減
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
中
川
の
方
に
運
ぶ
、
そ
の
た

め
に
は
ふ
る
い
を
か
け
な
け
れ
ば
い
け

な
い
、
ふ
る
い
を
か
け
た
折
に
は
体
積

が
増
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ

る
。

問
　
変
更
理
由
に
、
第
二
保
育
所
建
設

発
生
土
の
搬
出
先
変
更
に
伴
う
重
機
等

の
追
加
に
よ
る
増
額
と
あ
る
が
、
そ
の

内
容
は
。

答
　
重
機
は
、
当
初
１
台
で
８
日
間
の

設
計
を
組
ん
で
い
た
が
、
発
生
土
の
混

合
物
を
ふ
る
い
に
か
け
る
た
め
の
１
台

追
加
し
、
中
川
の
置
き
場
に
土
を
搬
入

す
る
際
に
も
１
台
追
加
し
、
合
計
３
台

が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

問
　
変
更
契
約
に
至
っ
た
理
由
と
経
緯

に
つ
い
て
。

答
　
平
成
26
年
度
に
、
建
設
工
事
基
本

設
計
業
務
の
中
で
地
質
調
査
な
ど
を
行

う
が
、
液
状
化
の
確
認
と
い
う
こ
と
で

分
か
ら
な
か
っ
た
。
翌
年
、
建
設
用
土

の
土
壌
検
査
を
行
う
が
、
土
壌
成
分
の

調
査
で
知
り
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
実

際
に
土
を
搬
出
す
る
に
あ
た
り
、
混
合

物
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

　
当
初
搬
出
を
予
定
し
て
い
た
搬
出
先

は
、
混
入
物
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
な

問
　
障
害
児
通
所
給
付
費
の
実
績
が
予

定
よ
り
増
加
し
た
理
由
は
。

答
　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
施
設

が
、
平
成
27
年
10
月
に
１
カ
所
、
28
年

２
月
に
１
カ
所
が
市
内
に
で
き
た
こ
と

で
、
利
用
者
が
か
な
り
利
用
し
や
す
く

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

問
　
行
幸
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
修
工

事
の
実
施
時
期
は
。

答
　
こ
の
工
事
は
、

県
と
の
情
報
や
意
見

交
換
の
中
で
、
来
年

度
の
補
助
採
択
が
非

常
に
厳
し
い
状
況
で

あ
る
こ
と
、
国
の
今

年
度
補
正
予
算
で
若

干
の
追
加
の
採
択
が

あ
る
こ
と
で
、
手
を
挙
げ
た
。
現
状
は

補
助
採
択
さ
れ
る
か
未
定
だ
が
、
補
助

採
択
さ
れ
な
い
場
合
は
、
未
執
行
と
し

て
、
来
年
度
、
再
度
申
請
す
る
。
ま
た
、

補
助
採
択
さ
れ
た
場
合
は
、
３
月
に
繰

越
明
許
費
を
設
定
し
、
来
年
度
の
夏
休

み
に
工
事
を
実
施
し
た
い
。

問
　
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
お
よ
び

高
額
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
増
額
内

容
は
。

答
　
事
業
計
画
上
は
両
方
を
合
計
し
て

予
算
を
組
ん
で
い
る
が
、
実
際
は
、
要

支
援
者
の
高
額
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費

の
支
給
対
象
と
な
っ
た
人
が
、
増
加
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

問
　
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
。

答
　
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
中
に
は
、

通
常
、
要
介
護
認
定
者
が
使
う
よ
う
な

訪
問
介
護
、
通
所
介
護
も
あ
る
。
そ
の

他
に
、
地
域
密
着
型
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、
要
す
る
に
認
知
症
対
応
型
の
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
も
要
支
援
２
の
方
か

ら
入
れ
た
り
、
リ
ハ
ビ
リ
関
係
の
サ
ー

ビ
ス
も
あ
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
、

自
立
を
目
指
す
よ
う
な
、
促
す
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

問
　
農
林
水
産
業
費
の
機
構
集
積
協
力

金
補
助
金
の
交
付
時
期
が
３
月
と
さ
れ

る
が
、
交
付
時
期
に
つ
い
て
は
農
家
の

実
態
を
把
握
し
た
中
で
検
討
す
べ
き
で

は
。

答
　
今
回
は
12
月
末
ま
で
の
地
代
が
対

象
で
、
年
度
末
に
県
か
ら
市
に
交
付
さ

れ
る
。
交
付
時
期
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

関
係
方
面
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

問
　
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
補
助
金

の
対
象
者
数
と
栽
培
品
目
は
。

答
　
対
象
者
は
１
人
で
、
野
菜
を
中
心

に
栽
培
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

問
　
土
木
費
の
土
木
施
工
管
理
専
門
員

の
業
務
内
容
と
１
人
分
減
額
の
理
由
は
。

答
　
土
木
工
事
の
施
工
管
理
、
土
木
工

事
施
工
管
理
に
係
る
指
導
に
関
す
る
こ

と
が
主
な
仕
事
で
あ
る
。
平
成
27
年
度

は
道
路
河
川
課
と
ま
ち
づ
く
り
事
業
課

に
２
人
を
任
用
し
て
い
た
が
、
平
成
28

年
度
は
欠
員
が
生
じ
た
。
最
終
的
に
道

路
河
川
課
１
人
の
任
用
と
な
り
、
１
人

分
を
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
２
人
任
用
枠
は
き
ち
っ
と
確
保
さ

れ
る
べ
き
重
要
ポ
ス
ト
で
は
な
い
の
か
。

答
　
１
人
に
つ
い
て
は
昨
年
度
末
に
な

っ
て
継
続
任
用
が
で
き
な
い
事
情
が
発

生
。
年
度
当
初
か
ら
超
え
て
時
間
が
な

く
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
減
額
と
な
る
。

問
　
古
川
橋
架
替
工
事
に
係
る
国
庫
補

助
金
減
額
と
道
路
舗
装
費
増
額
の
関
係

性
は
。

答
　
国
の
交
付
メ
ニ
ュ
ー
は
３
つ
あ
り
、

当
初
、
古
川
橋
架
替
３
億
６
４
０
０
万

円
、
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
調
査
設
計
業

務
委
託
１
２
８
６
万
円
、
市
道
舗
装
工

事
６
４
０
０
万
円
を
工
事
費
と
し
て
交

付
要
望
し
た
が
、
最
終
的
に
交
付
決
定

さ
れ
た
内
示
金
額
が
１
億
２
５
８
６
万

円
と
な
っ
た
。
す
べ
て
を
古
川
橋
に
注

ぎ
込
ん
で
も
当
初
の
橋
台
２
基
分
の
工

事
費
に
及
ば
な
い
こ
と
か
ら
内
示
額
に

合
わ
せ
て
事
業
を
見
直
し
。
橋
台
１
基

分
の
事
業
費
１
億
７
千
万
円
に
対
す
る

補
助
率
55
％
分
が
９
３
５
０
万
円
。
市

道
１

－

２
号
線
の
道
路
舗
装
は
、
補
助

金
を
全
部
使
い
切
る
た
め
、
橋
台
１
基

分
工
事
と
橋
り
ょ
う
調
査
の
入
札
執
行

残
を
合
わ
せ
て
充
当
し
た
。

問
　
古
川
橋
架
替
工
事
は
、
今
年
度
は

橋
台
２
基
が
１
基
と
な
り
、
補
助
金
55

％
で
の
見
直
し
が
で
き
た
が
、
実
際
に

は
３
割
弱
し
か
つ
い
て
い
な
い
補
助
率

で
工
事
完
成
ま
で
い
く
と
、
い
ず
れ
最

終
段
階
で
は
一
般
財
源
で
補
て
ん
し
な

い
と
橋
は
完
成
し
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
は
。

答
　
最
大
限
補
助
割
れ
が
な
い
よ
う
要

望
し
て
行
く
が
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
示
し
た
終
期
に
工
事
が
終
わ
る
よ
う
、

補
助
金
が
補
助
割
れ
し
た
場
合
は
一
般

財
源
を
充
当
す
る
。

問
　
市
道
１

－

19
・
20
号
線
開
通
記
念

式
典
の
委
託
内
容
は
。
　

答
　
協
力
地
権
者
お
よ
び
関
係
者
約
１

０
０
人
規
模
を
想
定
。
企
画
運
営
は
職

員
で
、
委
託
は
主
に
機
材
等
の
リ
ー
ス

代
。

問
　
圏
央
道
本
体
の
記
念
式
典
と
は
別

に
１
０
０
万
円
を
か
け
る
必
要
性
、
近

年
の
市
道
開
通
式
典
の
開
催
状
況
は
。

答
　
約
12
年
に
及
ぶ
長
期
事
業
の
完
成

記
念
と
し
て
企
画
。
近
年
で
は
幸
手
駅

東
口
駅
前
広
場
の
完
成
時
に
開
催
し
た
。

問
　
公
園
等
長
寿
命
化
工
事
設
計
業
務

委
託
が
新
た
に
予
算
化
さ
れ
た
理
由
は
。

答
　
来
年
度
上
半
期
で
の
工
事
発
注
に

向
け
、
公
園
等
長
寿
命
化
工
事
の
執
行

残
を
活
用
し
て
設
計
業
務
を
予
算
化
し

た
。

問
　
公
園
遊
具
等
補
修
工
事
費
２
０
０

万
円
の
工
事
内
容
は
。

答
　
今
年
度
か
ら
遊
具
点
検
の
判
断
基

準
が
一
部
改
定
に
。
使
用
不
可
と
な
っ

た
遊
具
の
補
修
に
つ
い
て
指
定
管
理
者

が
実
施
し
た
法
定
点
検
の
中
で
調
整
し
、

指
定
管
理
と
別
に
市
が
補
修
す
る
も
の
。

農
地
の
イ
ラ
ス
ト

一部にあった混入物

橋台工事の始まった古川橋

建
設
経
済
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

答 問答 問答 問答 問 答 問

答 問答 問

問答

問答問答問答問答問答 問答

問答問答 平
成
28
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
　
　（
第
４
号
）

（
議
案
第
85
号
）

平
成
28
年
度
幸
手
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

　（
第
２
号
）（
議
案
第
86
号
）

平
成
28
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
　
　（
第
４
号
）

（
議
案
第
85
号
）

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ

い
て
　
　
　（
議
案
第
84
号
）



こんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされましたこんな審議がされました
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ら
な
い
た
め
断
念
し
、
春
日
部
市
の
中

川
に
あ
る
残
土
置
き
場
へ
、
搬
出
先
を

変
更
し
た
が
、
県
か
ら
、
大
き
く
目
立

つ
よ
う
な
混
入
物
に
つ
い
て
は
取
り
除

い
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ
と
で
、
大

き
な
も
の
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
搬
出

で
き
な
か
っ
た
。

　
な
る
べ
く
経
費
を
削
減
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
中
川
の
方
に
運
ぶ
、
そ
の
た

め
に
は
ふ
る
い
を
か
け
な
け
れ
ば
い
け

な
い
、
ふ
る
い
を
か
け
た
折
に
は
体
積

が
増
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ

る
。

問
　
変
更
理
由
に
、
第
二
保
育
所
建
設

発
生
土
の
搬
出
先
変
更
に
伴
う
重
機
等

の
追
加
に
よ
る
増
額
と
あ
る
が
、
そ
の

内
容
は
。

答
　
重
機
は
、
当
初
１
台
で
８
日
間
の

設
計
を
組
ん
で
い
た
が
、
発
生
土
の
混

合
物
を
ふ
る
い
に
か
け
る
た
め
の
１
台

追
加
し
、
中
川
の
置
き
場
に
土
を
搬
入

す
る
際
に
も
１
台
追
加
し
、
合
計
３
台

が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

問
　
変
更
契
約
に
至
っ
た
理
由
と
経
緯

に
つ
い
て
。

答
　
平
成
26
年
度
に
、
建
設
工
事
基
本

設
計
業
務
の
中
で
地
質
調
査
な
ど
を
行

う
が
、
液
状
化
の
確
認
と
い
う
こ
と
で

分
か
ら
な
か
っ
た
。
翌
年
、
建
設
用
土

の
土
壌
検
査
を
行
う
が
、
土
壌
成
分
の

調
査
で
知
り
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
実

際
に
土
を
搬
出
す
る
に
あ
た
り
、
混
合

物
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

　
当
初
搬
出
を
予
定
し
て
い
た
搬
出
先

は
、
混
入
物
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
な

問
　
障
害
児
通
所
給
付
費
の
実
績
が
予

定
よ
り
増
加
し
た
理
由
は
。

答
　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
施
設

が
、
平
成
27
年
10
月
に
１
カ
所
、
28
年

２
月
に
１
カ
所
が
市
内
に
で
き
た
こ
と

で
、
利
用
者
が
か
な
り
利
用
し
や
す
く

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

問
　
行
幸
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
修
工

事
の
実
施
時
期
は
。

答
　
こ
の
工
事
は
、

県
と
の
情
報
や
意
見

交
換
の
中
で
、
来
年

度
の
補
助
採
択
が
非

常
に
厳
し
い
状
況
で

あ
る
こ
と
、
国
の
今

年
度
補
正
予
算
で
若

干
の
追
加
の
採
択
が

あ
る
こ
と
で
、
手
を
挙
げ
た
。
現
状
は

補
助
採
択
さ
れ
る
か
未
定
だ
が
、
補
助

採
択
さ
れ
な
い
場
合
は
、
未
執
行
と
し

て
、
来
年
度
、
再
度
申
請
す
る
。
ま
た
、

補
助
採
択
さ
れ
た
場
合
は
、
３
月
に
繰

越
明
許
費
を
設
定
し
、
来
年
度
の
夏
休

み
に
工
事
を
実
施
し
た
い
。

問
　
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
、
お
よ
び

高
額
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
増
額
内

容
は
。

答
　
事
業
計
画
上
は
両
方
を
合
計
し
て

予
算
を
組
ん
で
い
る
が
、
実
際
は
、
要

支
援
者
の
高
額
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費

の
支
給
対
象
と
な
っ
た
人
が
、
増
加
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

問
　
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
。

答
　
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
中
に
は
、

通
常
、
要
介
護
認
定
者
が
使
う
よ
う
な

訪
問
介
護
、
通
所
介
護
も
あ
る
。
そ
の

他
に
、
地
域
密
着
型
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、
要
す
る
に
認
知
症
対
応
型
の
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
も
要
支
援
２
の
方
か

ら
入
れ
た
り
、
リ
ハ
ビ
リ
関
係
の
サ
ー

ビ
ス
も
あ
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
、

自
立
を
目
指
す
よ
う
な
、
促
す
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

問
　
農
林
水
産
業
費
の
機
構
集
積
協
力

金
補
助
金
の
交
付
時
期
が
３
月
と
さ
れ

る
が
、
交
付
時
期
に
つ
い
て
は
農
家
の

実
態
を
把
握
し
た
中
で
検
討
す
べ
き
で

は
。

答
　
今
回
は
12
月
末
ま
で
の
地
代
が
対

象
で
、
年
度
末
に
県
か
ら
市
に
交
付
さ

れ
る
。
交
付
時
期
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

関
係
方
面
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

問
　
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
補
助
金

の
対
象
者
数
と
栽
培
品
目
は
。

答
　
対
象
者
は
１
人
で
、
野
菜
を
中
心

に
栽
培
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

問
　
土
木
費
の
土
木
施
工
管
理
専
門
員

の
業
務
内
容
と
１
人
分
減
額
の
理
由
は
。

答
　
土
木
工
事
の
施
工
管
理
、
土
木
工

事
施
工
管
理
に
係
る
指
導
に
関
す
る
こ

と
が
主
な
仕
事
で
あ
る
。
平
成
27
年
度

は
道
路
河
川
課
と
ま
ち
づ
く
り
事
業
課

に
２
人
を
任
用
し
て
い
た
が
、
平
成
28

年
度
は
欠
員
が
生
じ
た
。
最
終
的
に
道

路
河
川
課
１
人
の
任
用
と
な
り
、
１
人

分
を
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
２
人
任
用
枠
は
き
ち
っ
と
確
保
さ

れ
る
べ
き
重
要
ポ
ス
ト
で
は
な
い
の
か
。

答
　
１
人
に
つ
い
て
は
昨
年
度
末
に
な

っ
て
継
続
任
用
が
で
き
な
い
事
情
が
発

生
。
年
度
当
初
か
ら
超
え
て
時
間
が
な

く
、
今
年
度
に
つ
い
て
は
減
額
と
な
る
。

問
　
古
川
橋
架
替
工
事
に
係
る
国
庫
補

助
金
減
額
と
道
路
舗
装
費
増
額
の
関
係

性
は
。

答
　
国
の
交
付
メ
ニ
ュ
ー
は
３
つ
あ
り
、

当
初
、
古
川
橋
架
替
３
億
６
４
０
０
万

円
、
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
調
査
設
計
業

務
委
託
１
２
８
６
万
円
、
市
道
舗
装
工

事
６
４
０
０
万
円
を
工
事
費
と
し
て
交

付
要
望
し
た
が
、
最
終
的
に
交
付
決
定

さ
れ
た
内
示
金
額
が
１
億
２
５
８
６
万

円
と
な
っ
た
。
す
べ
て
を
古
川
橋
に
注

ぎ
込
ん
で
も
当
初
の
橋
台
２
基
分
の
工

事
費
に
及
ば
な
い
こ
と
か
ら
内
示
額
に

合
わ
せ
て
事
業
を
見
直
し
。
橋
台
１
基

分
の
事
業
費
１
億
７
千
万
円
に
対
す
る

補
助
率
55
％
分
が
９
３
５
０
万
円
。
市

道
１

－

２
号
線
の
道
路
舗
装
は
、
補
助

金
を
全
部
使
い
切
る
た
め
、
橋
台
１
基

分
工
事
と
橋
り
ょ
う
調
査
の
入
札
執
行

残
を
合
わ
せ
て
充
当
し
た
。

問
　
古
川
橋
架
替
工
事
は
、
今
年
度
は

橋
台
２
基
が
１
基
と
な
り
、
補
助
金
55

％
で
の
見
直
し
が
で
き
た
が
、
実
際
に

は
３
割
弱
し
か
つ
い
て
い
な
い
補
助
率

で
工
事
完
成
ま
で
い
く
と
、
い
ず
れ
最

終
段
階
で
は
一
般
財
源
で
補
て
ん
し
な

い
と
橋
は
完
成
し
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
は
。

答
　
最
大
限
補
助
割
れ
が
な
い
よ
う
要

望
し
て
行
く
が
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
示
し
た
終
期
に
工
事
が
終
わ
る
よ
う
、

補
助
金
が
補
助
割
れ
し
た
場
合
は
一
般

財
源
を
充
当
す
る
。

問
　
市
道
１

－

19
・
20
号
線
開
通
記
念

式
典
の
委
託
内
容
は
。
　

答
　
協
力
地
権
者
お
よ
び
関
係
者
約
１

０
０
人
規
模
を
想
定
。
企
画
運
営
は
職

員
で
、
委
託
は
主
に
機
材
等
の
リ
ー
ス

代
。

問
　
圏
央
道
本
体
の
記
念
式
典
と
は
別

に
１
０
０
万
円
を
か
け
る
必
要
性
、
近

年
の
市
道
開
通
式
典
の
開
催
状
況
は
。

答
　
約
12
年
に
及
ぶ
長
期
事
業
の
完
成

記
念
と
し
て
企
画
。
近
年
で
は
幸
手
駅

東
口
駅
前
広
場
の
完
成
時
に
開
催
し
た
。

問
　
公
園
等
長
寿
命
化
工
事
設
計
業
務

委
託
が
新
た
に
予
算
化
さ
れ
た
理
由
は
。

答
　
来
年
度
上
半
期
で
の
工
事
発
注
に

向
け
、
公
園
等
長
寿
命
化
工
事
の
執
行

残
を
活
用
し
て
設
計
業
務
を
予
算
化
し

た
。

問
　
公
園
遊
具
等
補
修
工
事
費
２
０
０

万
円
の
工
事
内
容
は
。

答
　
今
年
度
か
ら
遊
具
点
検
の
判
断
基

準
が
一
部
改
定
に
。
使
用
不
可
と
な
っ

た
遊
具
の
補
修
に
つ
い
て
指
定
管
理
者

が
実
施
し
た
法
定
点
検
の
中
で
調
整
し
、

指
定
管
理
と
別
に
市
が
補
修
す
る
も
の
。

農
地
の
イ
ラ
ス
ト

一部にあった混入物

橋台工事の始まった古川橋

建
設
経
済
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

答 問答 問答 問答 問 答 問

答 問答 問

問答

問答問答問答問答問答 問答

問答問答 平
成
28
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
　
　（
第
４
号
）

（
議
案
第
85
号
）

平
成
28
年
度
幸
手
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算

　（
第
２
号
）（
議
案
第
86
号
）

平
成
28
年
度
幸
手
市
一
般
会

計
補
正
予
算
　
　（
第
４
号
）

（
議
案
第
85
号
）

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ

い
て
　
　
　（
議
案
第
84
号
）


